
二
月
十
八
日
に
三
年
生
全
員
に
よ
る
卒
業
記
念
植

樹
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
校
長
・
学
年
主
任
あ
い
さ

つ
の
後
、
各
ク
ラ
ス
代
表
が
鍬
入
れ
を
行
な
い
ま
し

た
。
今
回
植
樹
し
た
の
は
、
し
だ
れ
梅
で
、
ま
だ
寒

い
早
春
に
、
白
色
の
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

校
長
あ
い
さ
つ
～
抜
粋
～

室
生
犀
星
の
歌
に
「
ふ
る
さ
と
は
遠
き
に
あ
り
て

思
う
も
の
そ
し
て
悲
し
く
う
た
ふ
も
の
」
故
郷
を
離

れ
て
い
く
時
、
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
の
は
鹿
屋
高
校

で
す

「
永
遠
の
命
を
三
年
に
こ
め
て
」
そ
の
思
い

。

の
よ
り
ど
こ
ろ
が
「
記
念
樹
」
で
す
。
思
い
を
深
め

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

生
徒
代
表

三
年
二
組

木
原

龍
明
（
田
崎
中
）

「
私
た
ち
の
成
長
」
と
と
も
に
育
つ
の
が
こ
の
記

念
樹
で
す
。
悲
し
い
時
、
つ
ら
い
時
、
こ
の
記
念
樹

を
思
い
出
し
頑
張
っ
て
欲
し
い
。

毎
年
、
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
こ
の
花
が
咲
く
頃
、

卒
業
生
諸
君
も
成
長
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

「
三
星
の
風
～
第
２
２
号
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

「
生
鮮
芸
術
市
場
」
の
詳
報
で
す
。
本
校
美
術
書
道

・
写
真
部
の
作
品
展
示
と
、
吹
奏
楽
部
の
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
演
奏
地
域
の
方
々
に
披
露
し
ま
し
た
。
作
品
展

を
目
的
に
来
ら
れ
た
方
だ
け
で
な
く
、
買
い
物
つ
い

で
に
立
ち
寄
っ
た
ら
見
入
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
方

も
少
な
く
な
く
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

（
プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
鹿
屋
店
に
て
）

十
九
日
に
、

二
月

家
庭
ク
ラ
ブ
活
動

の
一
環
と
し
て
、

一
年
生
が
白
崎
保

育
園
を
訪
問
し
ま

し
た
。
内
容
と
し
て
は
、
園
児
と
の
交
流
と
保
育

園
の
先
生
方
に
よ
る
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

園
児
と
の
交
流
に
お
い
て
は
、
は
じ
め
は
元
気

な
保
育
園
児
の
パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
て
い
た
高
校

生
で
し
た
が
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
、
一
緒
に
走

り
回
っ
て
サ
ッ
カ
ー
を
し
た
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
で
遊

ん
だ
り
し
て
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

後
半
は
、
保
育
士
の
先
生
と
園
長
先
生
か
ら
の

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
子
ど
も
の
発
達
段
階
に
あ

わ
せ
た
保
育
の
必
要
性
や
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く

家
庭
の
現
状
や
問
題
点
な
ど
を
、
具
体
的
な
例
を

挙
げ
な
が
ら
熱
心
に
話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

今
回
の
訪
問
は
、
生
徒
達
は
将
来
自
分
達
が
親

に
な
っ
た
時
の
事
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
、

ま
た
、
保
育
士
や
教
師
を
目
指
し
て
い
る
生
徒
達

は
、
自
分
の
進
路
の
実
現
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
再
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
た
大
変
有
意
義
な
訪
問
と
な
り
ま
し

た
。
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鹿屋高等学校

記

念

植

樹

三

年

生

生
鮮
芸
術
市
場

とても

楽しい

一時！

”お兄ちゃん一緒に遊ぼうよ！”

園児のパワーに圧倒されました。

思いを込めて

６０期の成長と共に

記念樹

しだれ梅（白梅）

保
育
園
訪
問

一
年
生

生鮮芸術市場

オープニング

生鮮芸術市場

全景

生鮮芸術市場

オープニング挨拶



鹿
屋
体
育
大
学
に
お
い
て
、
一
月
十
日
（
木

、
）

二
十
一
日
（
月

、
二
月
四
日
（
月
）
の
三
回
に
分

）

け
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
目
的
と
し
て
は
「
若
者
の

理
科
離
れ
を
防
ぎ
、
理
科
に
興
味
関
心
を
持
っ
て
欲

。
」

。

、

し
い

と
い
う
こ
と
で
す

講
義
を
も
と
に
し
て

肉
体
的
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
理
論
の
背
景
を
探
る
こ

と
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
部
活
動
生

を
対
象
と
し
「
最
大
酸
素
摂
取
量
」
の
測
定
を
し
て

高
校
生
と
ト
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
と
の
比
較
に
よ
り

運
動
の
効
果
を
科
学
的
に
検
証
し
、
い
か
に
科
学
的

分
析
が
重
要
か
を
実
証
的
に
考
察
し
よ
う
と
し
て
い

ま
し
た
。

・
平
成
十
九
年
度
鹿
屋
市
学
校
保
健
会
歯
の
優
良
校

・
県
高
校
春
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

男
子
団
体
第
三
位

・
大
隅
地
区
高
等
学
校
ソ
ロ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
大
会

【
ソ
ロ
の
部
】

ピ
ア
ノ
部
門

一
年

吉
原

遼
（
鹿
屋
東
中
）

二
年

児
玉

飛
夏
（
第
一
鹿
屋
中
）

声
楽
部
門

二
年

前
田

め
ぐ
み
（
鹿
屋
東
中
）

【
吹
奏
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
部
】

金
賞
お
よ
び
最
優
秀
賞

打
楽
器
五
重
奏

安
達
汐
里
・
上
山
真
友
菜
・
福
原
侑
紀

萩
原
み
な
み
・
末
吉
純
佳

金
賞

木
管
８
重
奏

山
元
美
佐
紀
・
肥
後
映
未
・
前
田
め
ぐ
み

上
薗
香
奈
・
永
野
菜
穂
・
畑
野
季
依

赤
石
悠
香
・
小
平
華
子

特
別
賞

最
優
秀
伴
奏
者
賞
一
年

久
木
崎

芹
奈
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３月の主な行事

毎
月
発
行
す
る
こ
の
「
三
星
の
風
」
は
、

鹿
屋
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
12.synapse.ne.jp/kanoyakouko

３
日(

月)

第
６
０
回
卒
業
式

６
日
（
木
）
～
７
日
（
金
）

高
校
入
試

６
日
（
木
）
～
１
２
日
（
水
）

生
徒
自
宅
学
習

１
４
日
（
金
）
合
格
発
表

最大酸素摂取量

測定の様子

※ ほんの一部

ですが紹介し

ます。

入学式 生徒総会

三年生

堂々優勝の体育祭

文化祭 長距離走大会

三年生合格祈願祭 大学入試センター試験

鹿屋高校この一年！
部
活
動
報
告
・
表
彰

サ
イ
エ
ン
ス
・
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

～
鹿
屋
体
育
大
学

全員興味津々

１
７
日
（
月
）
合
格
者
集
合

１
９
日
（
水
）
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

２
５
日
（
火
）
終
業
式

２
８
日
（
金
）
離
任
式

３月の主な行事


